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ユーカリ8種の種子に於ける種皮の解剖

学的特徴（第2報）

原　　田　　盛　　重

Morishige　HARADA　：　Anatomical　Characteristics

　　　of　the　Seed－Integument　observed　on　8

　　　　　　　Species　of　Eucalypts

1　緒 言

　ユPカリ種子の研究は濠州に於ては1958年にR．J．　GRosEとW．　J．　ZIMMER8）両氏が

薯書ADescription　of　the　Seeds　of　70　Victorian　Eucalyptsによって発表されている，

研究資料70種の中で著者の研究と同一のものはE．maeulataのみである．そのものに就い

ては両氏は種子の形状，瓦師の外種子の表面にみられる：Ne卜workに就いて記載している，

なほその論理申に引用した種子研究者はMuELLER，：EwARTとBLAKELY及びMAII）EN氏

等である．MUELLER（1879－84）氏はビクトリや産のユーカリ26種の種子の外部形態につ

いて述べ，EwART（1925）氏とBLAPELY（1934）氏はユーカリspeciesの種子の色，形

状について述べ，MAIDEN（1923－28）氏は種子の形状色及び種子の表面にある紋様の彫み

について述べている．

　日本に勝ては1957年に外山三郎と諸見里秀宰両氏5）によってユーカリ種子の特性の研

究をなしている，それによるとユーカリ14種の種子を研究資料として＝L　一カリ種子の識別

を目的とし併せて＝・・一カリ属種子共通の特性を知るため外部形態内部形態成分並に発芽の

様式について笑験を三つでいる．同氏の研究資料14種の申E．maculataのみが著者の研究

資料と一致している．E．　maeulataに関する両氏の研究は種子の太さ形態，色，膀，種子

の表面にある彫みについて記載する所がある，著者1）は1956年にユーカリ種子10種の外

種皮の解剖学的研究をなしたのであるが，その結果外種皮構造による種子識別の拠点とそ

の種皮の構造がユーカリ分布地の気温と多少相関々係があるが如く思考されたので，今度

更にユーカリ8種の種子に於ける種皮の解剖学的特徴を検したのであるが前述の種子識別

上の拠点と種皮の構造と気温との相関々係に留意して本研究を行ったので蝕にその実験結

果の発表をなすものである．本研究資料を送附されたG．J．　RODGER氏に対して感謝の意

を表する．

II実　験　結　果

外種皮の構造を検するに先立ちて，種子の外部形態を検した，同種の種子に於ても太さ

及び形態に多少異なるものがあるので其の代表的のもの30粒を選び，それについて外部

形態を検：し，平均の太さを求めた，猶低度の顕微鏡下で種子の表面の外観的構造を検し，

しかる後に外種皮及び内種皮の断面構造を検したのである．
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　　（1）大粒種子
　（a）瓦〃珈iata

種子は扁平大なるもの醇さ2．5㎜，小なるものは2』㎜．膀鮪しない面は職を

なし，瀧色を呈する．大なる種子脹さ52㎜，齢OmmJ・なる種子帳さ4．5mm，

幅4．Ommである．騰を有する面は小なる面を5～7個：有する．膀は恐々楕円状をなし，

大なるものは長径2．0㎜，短径1．5　mm，小なるものは長径1．O　mm，短径0．7㎜である．

（図版IFig．8（a）（b）（c）参照）．

　E・miniataの種子の外種皮は容易に分離iされる．外種皮を低度の顕微鏡下で検すると図

版1，Fig．8（a）の如き外観を呈する．外種皮の水平断面を；検すれば大なる厚膜細胞より

なり，膀を有する面とその反対面に於ては不規則に配列するが面の周辺に於ては大なる厚

膜細胞が半径方向に配列する　（図版1，Fig．8（b）参照）．細胞膜壁は大部分翠色を呈す

るが稀には黒紫色を呈するものがある，細胞膜にはCana1を有する（図版1，（c）（d）参

照）．細胞のLumenには含有物を有するものは殆んどなく，ために断種：皮組織が露出状態

となって認められる．内種皮組織の細胞は営々厚膜にして黄褐色を呈し，孔紋を有するそ

の細胞のLumenは淡：黄色である（図版1，：Fig．8（e）参照）．

　（b）　E．　maeulata

　種子は扁平．中央部の厚さは大なるものは1．5mm，小なるものは1．O　mm．隣を有しな

い面は黒色を呈し，略々楕円状をなす，大なる種：子は長径4．O　mm，短径2、81nm，小なる

ものは長径3．5　mm，短径2．O　mmである．鵬を有する面は凹凸あり，騰は凹凹の申央部近

くにあり，楕円状をなせるもの多く，野々紅色を呈する．大なる種子は晒の長径1．Omm，

短径0．8㎜，小なるものは長径O．9・mm，短径O．5　mmである（図版1，　Fig．7（a）（b）

（c）参照）．

　Emaculataの種皮の厚さは平均0．25　mm，種子を低度の顕微鏡下にて検すると図版J［　s

Fig　7（a）にみるが如き外観をなし，黒色を呈する．種子の表面に白色若しくは褐色の小

里が附着点在している（図版1，Fig．7（c）参照）．種子の表面近くには赤色の粘着物が

あって，このものは水で僅か無水アルコールによく溶解するのでこの溶剤でとかすと，破

壊された若しくは破壊されていない嫡々薄膜の大なる細胞が認められる．これは外種皮細

胞であって粘着物質中に混ずるが，前述の種子の表面に附着点在する白色若しくは褐色の

小塊も亦外種皮細胞であって種子が成熟するに従って外種皮組織より分離して種子の表面

に附着点在してみるものと思考される（図版1，Fig．7（b）（c）（d）（e）参照）・この粘着

物が除去されると内種皮組織が認められる．この組織は厚膜は多角形細胞よりなり，膜壁

は紅色を呈し，一様に肥厚していない（図版皿，：Fig．7（f）（9）参照）．

　　（皿）　中　粒種　子

　（a）　E．　co　ccifera

　種子は角錐状をなし，種子の長さは大なるものは1・8mm，小なるものは15m叫種子

の厚さは大なるものは1．5mm，小なるものは1・O　mmである一a側面は4－5個の平面より

取興れている．側面は黒褐色を呈する．膀は先端部にあって群々円状をなし，自色を呈し，

酪約α2㎜である．H齊鮪する面と反対の面眼ては雛を呈し湘噸曲している
（図版1，Fig．3（a）（b）（c）参照）・

　E．coceiferaの種子の表面は低度の顕微鏡下では図版正，　Fig　3（a）（b）にみるが如き

（a）型と（b）型とある．そのFi　t（a）型は種子の各面に比較的多く（b）型は種子の尖端



35

部及び其の反対面に多い．瓦鷹伽，轍の厚さ評均α08㎜．恥繍’α1歌ぐ厚
膜細胞よよりなり，各面にある細胞は不規則に配列するが面の周辺にある細胞は半径方向

に長く，面々規則正しく配列今る．細胞膜は淡黄褐色を呈しCana1を有する．細胞の

：Lum。血には出色の含有物を有する（図版［E［，：Fig．3（c）（d）（e）参照）．　E，〃吻観。に於

ては内種皮細胞の露出するをみない．内種皮は薄膜の比較的大なる細胞よりなり膜壁は黄

色，細胞のLumenは淡黄色を呈する（図版［Ui，　Fig．3（f）参照）．

　（b）’　E．　diversicolor

　種子の厚さは大なるものは1mm，小なるものは0」7　mmである．膀を有しない面は楕円

面をなし，黒褐色を呈する．大なるものは長径3．0　mm短径2．0㎜，小なるものは長径

2．5mm，短径1．5・mmである．隣を有する面も楕円状をなす，この面は多少凹み，その面

の中心近くに膀を有し，楕円状若しくは円状をなす．膀は大なるものは直径0．5mm，小

なる竜のはO．2　mmである．暗紅色を呈する（図版1，Fig。5（a）（b）（c）参照）。

　E．diversicolorの種皮の厚さは平均0、075　mm（図版1，Fig．5（c）参照）．種子の表面

を低度の顕微鏡で検：すると図版1，Fig．5（a）（b）にみるが如く（a）型と（b）型とがあ

る．種子の外種皮の水平断面を検すれば薄い条線がある（図版1，Fig．5（c）（d）参照）．

これは三種：皮が離脱後に種子の表面にある細胞膜の残片で，その内方部に内種皮組織が認

められる．条線は黒褐色で，内種皮組織は福色である．条線の内方部には内種皮細胞が露

出状態となっている．三種：皮細胞の細胞膜は精々厚く，暗色を呈し，細胞㊧Lumenは黄

色叉は褐色を呈する，その内種皮組織の上部にある条線は薄いためにその内方にある，内

種皮細胞を透：面し得る（図版盟，Fig．5（e）参照）が完全に離脱した部分にあっては其の

条線が明かに認められない．

　　（皿）　小　粒　種　・子

　　　1）重々小なるもの
　（a）　E．　brockwayi

　種子は扁平，厚さは大なるものはO．6　mm，小なるものは0．5　mm，脳を有しない面は

楕円状をなし暗褐色を呈する．相なるものは長径2㎜，短径1．0　mm，小なるものは長

径1．3　mm，短径0．7　mmである．膀を有する面は黒褐色を呈する．念々中央近に膀を有

し，その周辺は凹む。膀は暗々円形をなし，暗紅色である　（図版1，Fig．2（a）（b）（c）

参照）．

　E．broekwayiの種皮の厚さは平均0．025　mm．種子の表面を低慶の顕微鏡下で検すれば

図版IHI，　Fig．2（a）（b）の如き外観を有し（a）型は両面に多く，（b）型は膀近くに比較

的多く何れも暗黄色を呈する．種皮の水平断面を検すれば図版1，：Fig。2（c）（d）にみる

が如き一線がみられる，これはE．diversicolorのそれより小である．この条線は淡黄色を

呈し，外種皮が離脱して残れる細胞膜の痕跡である．内種皮組織はその条線の内方部に露

出してみられ黄色を呈する．内種皮細胞はE．diversieolorより薄膜で膜壁は淡褐色．細胞

のLumenは黄色を呈する，その上部にある条線は薄くしてその内方部にある品種：皮組織

はその条線を透して認め得られる（図版1，Fi　g．2（e）参照）．この出線はE．　diversieolor

と同様に完全に．言種：皮が離脱した部分では認め得られぬ．

　（b）　E．　gunnii

　種子は扁平．大なるものは0．7mm，なるものはO．6　mm．膀を有しない面は略々楕円状

をなし，黒褐色を呈する・長径は大なるものは1．7mm，小なるものは1．4　mm，短径は
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大なるものは1．Om血，小なるものは0．7mm．表面は凹凸を有し，滑かでない．膀を有す

る面は黒褐色で略々申央部に隣を有する．その周辺は凹む．膀は略々円状若しくは楕円状

をなし，円山のものは直径約0．2mmである（図版1，Fi愈・6（a）（b）（c）参照）・

　E．　gunniiの種皮の厚さは約。．038㎜である（図版1，Fig．6（c）参照）．種子の表面

を低度の顕微鏡下で検すると図版1，Fig．6（a）（c）にみるが如き外観を呈し，暗褐色で

ある．麟を有しない面には（c）型のもの多く，膀を有する面，殊に濟の近くに（a）型の

ものが多い。種皮の水平断面を検すれば図版1［，Fig．6（b）（d）にみるが如き条線が認め

られる．その条線は暗褐色を呈する．E．　brockwayi及びE．4加癖ω10γよりも明かに認

められる．その条線の内方に内種皮組織が露出状態となっている．内種皮は厚角細胞より

なり，細胞膜壁は褐色にしてL㎜。nは淡黄色を呈する．内種皮組織の上部にある条線は

薄くしてそれを透して内種皮細胞を認め得る（図版ff，　Fig，6（o）参照）・

　　　2）極めて小なるもの

　（a）．E．わ鰍的，ゴ

　種子は角錐状をなし，低度の顕微鏡下では種子の表薗に多くの鋸歯状物が認められる．

種：子の高さは大なるもので1．5mm，小なるもので1．O　mmである．申央の厚さは大なる

ものはしO　mm，小なる志のでO．7　mmである．種子の側面は4－5面よりなり，暗黒色を

呈する．種子の尖端部は稽々凹みその申に騰を有する．濟は円状若しくは楕円面をなし，

褐色を呈する，その直径は0．2一一〇．5mmである（図版1，Fjg．1（a×b）（c）参照）．

　E．blakelyiの種子の種皮の厚さは平均の0．2㎜．種子の表面を低度の顕微鏡下で検す

ると図版1［，Fig．1（a）（b）の如き外観をなし，その中（b）型のものが：最も多い．条線

は幅狭く福色を呈し，明かに認められる．この条線はE．diversicolor，　E．　gunnii，　E，　brock－

wayiのそれと異なり破壊されている．種子の表面に小突起状のものが認められるのはそ

のためである（図版1．Fig．1（c）（d）（e）参照）．条線は薄くそれを透して内種皮組織を

認め得る，この組織の細胞は柔膜細胞よりなり，膜壁は褐色で，細胞のLumenは淡黄色

を呈する（図版皿，Fig．1（b）参照）．

　（b）　E．　deglmpta

　種子は扁平．厚さは大なる亀のは0，3mm，小なるものは0．2　mmである．膀を有する

面と膀を有しない面とは共に楕円状をなし，黄褐色を呈する．種子の両端には突出部があ

って一方は他方に比して大である．種子の長さは大なるものは1，．5　mm，小なるものは1．0

㎜．申央の幅は大なるものは0．8mm，小なるものは0．5　mm．膀は極めて小ににして温

々円状をなし直径約0．25mmである（図版1，Fig：4（a）（b）（c）参照）．

E．　deglmptaの搬の厚さは鞠0．025㎜種子に於礪鮪する側浦しなV・側との

境の部分及び両端の突出部の周辺には膜質の部分がある，不規則なる細胞よりなり，褐色

を呈する．（図版皿，Fig．4（a）（b）参照）．条線は暗黄色若しくは褐色を呈し，幅狭くそ

の話線を透して一種：皮組織を認め得ない（図版1，Fig．4（c）（d）（e）参照），条線の内方

部には内種皮細胞が露出している．この細胞は小にして薄膜である．細胞膜は黄色にして

細胞の：Lumenは淡黄色を呈する．

III結論並に考察
　著者は前述したように．F．　blakelyi，　E．　broekwayi　E．　coecipera，　E．　deglupta，　E．

diversicolor，　E．　gunnii，　E　maculata及びE．　miniataの8種に就て種皮の解剖をなした
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のであるが，著者の契験の範囲内に於て種子識別の拠点となり得るものを示せば次の通り

である．

　1外i種皮は木化した大なる細胞よりなり膜壁上にCana1を有する．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E．　miniata　E．　coecifera

　　a）外種皮は大なる厚膜細胞よりなり細胞のLumenは中空にして内種皮細胞は露出

　　　　状態となる．・内種皮細胞は小bこして細胞膜は稽々厚く膜壁上に孔紋を有する．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E．　miniata

　　b）外種皮細胞はE．miniataに比して小にして，各細胞の：Lumenには何れも褐色

　　　　の含有物を有する，従って内種皮細胞は露出状態となっていない．内種皮細胞は

　　　　E．miniataより大なる柔膜細胞よりなる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E．　coccifera

　I外種皮細胞は比較的薄膜の大なる細胞よりなり，申には破壊せるものが認められる．

赤色の粘着物質が種子の表面を被い，外種皮細胞はその申に含有せられる．内種：皮細胞は

小なる厚角細胞よりなり細胞膜は紅色を呈し，細胞のLume11は淡黄色である．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E　maculata

　皿外種皮は種子の表面より離脱して残存ぜる細胞膜が種子の表面に条線を形成する。内

種皮細胞は露出状態となり，薄い主線を透して内方にある内種：皮細胞を認め得られる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E．　diversicoZor，，　E．　gunnii，　E．　brockwayi，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E．　blakelyi

　　a）条線が語々幅広く黒褐色を呈する．内種：皮細胞厚角細胞にして暗色，細胞のLumen

　　　　は黄色又は褐色

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E．　diversieolor’

　　b）　条線が品々幅広く褐色を呈するr露出せる内種皮組織は厚角細胞よりなり，細胞

　　　　膜壁は褐色，細胞の：Lumenは淡黄色

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E．　gunnii・

　　c）条線が比較的狭く淡黄色を呈する，露出せる内種皮細胞は小，比較的薄膜，膜壁

　　　　は淡褐色，細胞の：Lumenは黄色

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E．　brockwayi　．

　，d）条線は比較的幅狭くて破壊している，黒禍色を呈する．露出せる内種皮は高なる

　　　　薄膜細胞よりなり，膜壁は淡褐色，細胞のLumenは淡黄色．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E．　blakelyi

　r1種子は薄膜細胞よりなる．翼を有する．種子の両面にある暗色の二線は幅狭く，そ

れを透して内種皮細胞を認め得られぬ．内種皮は薄膜細胞よりなり，細胞膜は暗色細胞の

：Lume血は淡黄色

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E．　deglupta

　次にユFカリ樹の種子に於ける種皮の構造と気温関係に就て考察せん，濠州に於て圭育

地の気温関係は文献The　National　Occurrence　of　the　Eucalypts及びEucalypts　for

plantingに徴すれば次の通りである．

　　1），濠州に於て霜も雪も降らない地方に分布するもの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E．　broekwayi，　E．　deglupta，　E　mlniata

　　2）濠州に於て霜は降るが雪の降らない地方に分布するもの
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E　maculata，　E．　diversieolor

　　3）濠州に於て高地で雪の降る地方に分布するもの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E．　coceifera，　E．　blakelyi

　　備考　E．gunniiは九大粕屋演習栂こ植栽した18種ユ・・一力Vの申で最：も寒さに対して

　　　　抵抗性の大なるもの

　E．cbceiferaはTasmaniaに於けるspecicsの申では寒さに対して強くMt．　Wellington

に於ては1，200mの高地に多く生育すると云う．　E．　gunniiは九大粕屋演習林に植栽した

E．maculata外17種の中で心証寒さに対して抵抗性強く，1959年の1、月降雪の際（一4

℃）17種のユーカリの葉が寒害を受けたがE・gunniiのみは全く被害を受けなかったので

ある．

前述のエーカリ8種の種皮の解剖学的研究結果より種子の構造と気温関係を考察すれば寒

さに強いE．c・ccifera　e＊厚膜の外種皮細胞よりなり，細胞のLu・nenは褐色の含有物を有

し内種皮細胞は露出していない，これに反してE．即π纏及びE．blakelyiの種子は外種

皮が離脱して細胞膜の残痕が条線となって種子の二面にとまり内種皮細胞は二丁している．

著者が1956年にユ・一カリ10種の種子の種皮の解剖学的研究に就て述べ，その申に寒さに

抵抗性のある＝L・一カリ種子は外種皮が厚くして胚を保護すると蓉ふ生理的晶晶を有するも

のならんと思考して，それに就て論じたのであるが，今度の実験に於ては此の二種：は例外

的のものである．

　濠州に於て霜も雪も降らない地方に生育するE．伽。ゆσ購E．degimpta，　E．　miniataの

中，E．　brockwayi及びdegluptaは外種皮が離脱して細胞膜の残痕が影面となって残りi

内種皮細胞は露出している．E．　miniataは外種皮は厚膜細胞よりなっているが細胞のLu・

menは申空となって内種皮細胞は露出状態となっている．

　譲州に於て雪は降らないが霜の降る地方に分布しているE．〃2aetZlata及び三三67認ω1∂r

の申，Emacalataは種子の表面は粘着物質によって被われ，外種皮細胞は破壊若しくは

破壊することなく其の中に含有せられ，内種皮細胞は厚角細胞よりなっている．E．　diversi－

colorは外種皮は離脱して細胞膜の残痕は条線となって内種皮細胞は露出しているが，こ

の内種皮は厚角細胞よりなっていて，この両者は気温関係から藩察して二間的構造を有す

る．

　以上によると8種：のユ・一カリの申E．blakelyiとE・guantiは例外的のものであるが，

大体に於て著者がAnatomical　Characteristics　of　the　Seod－lntegument　of　observed　on

・10Spccies　of　Eucalyptsに於て述べたるが如く＝・・一力i］の成熟種子の種皮の構造は二・一カ

リの生育地の気温と相関々係があるように考察される．

　　　　　　　　　　　　　　IV　摘　　　　　要

1）　ユーカリ8種の申，大粒種子の外回：皮は大なる厚膜細胞よりなるか或はヌ．大なる薄膜

　　細胞よりなる．これに属するものにはE．miniataとE．　maealataがある．

　　E．miniataは外種皮が大なる厚膜細胞よりなり，膜壁上にCanalを有す．種子の両

　　面に於ては不規則なる配列をなす，面の周辺には長い大なる厚膜細胞が吃々規則正し

　　く半径方向に配列する．細胞の・：Lurnenは申笙となり内種皮細胞が露出状態となる，

　　内種皮細胞は精々厚膜にして細胞膜壁に孔紋を有する．

　　E．maculataは種皮の表面が赤色の粘着物質をもつて被われて居り，外種皮細胞は比
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　　較的薄膜にして破壊しているものも認められる．この外種皮細胞は粘着物質申に大部

　　分含有し，一部は粘着物質より分離して種子の表面に白色若しくは褐色の塊状をなし

　　て附着している，内種皮細胞は小なる厚角細胞よりなり膜壁は紅色をなす．

2）　申粒種：子に於ては外種皮が厚膜細胞よりなるか或は叉外種：皮が種：子より離脱して細胞

　　膜の残痕が条線をなしている．これに属するものにはE伽θr58co妙とE・coccipera

　　とがある．

　　E．diversicolorは上々幅広い，極めて薄い脚線を有し，それを透してその内方にある

　　内種：皮細胞が認められる内種：皮細胞は条線と甲線との聞に露拙状態となっている内種

　　皮細胞は稽々小であるが比較的厚膜である．細胞膜は暗色を呈し，細胞の工・umenは

　　黄色若しくは褐色を呈する．

　　E．cecciferaは前者に比較して罪なる厚膜細胞よりなり，膜壁上にCana1を有す，

　　精細胞のLumenは暗色の含有物を有し，内種皮細胞の露出をみない．

3）　小粒種子に発ては外種皮が離脱して残れる細胞膜は条線を形成する，その脚線は薄く，

　　内種皮細胞はそれを透して認め得る，これに属するものにはE．　broekwayi，　E．　gunnti，

　　E．btakelyi，　E．’deglmptaがある．

　　E・　brockwayiは条線が比較的狭く，淡黄色を呈する．露出せる内種皮細胞は小なる柔

　　膜細胞よりなり，細胞膜壁は淡褐色，細胞の：Lume血は黄色を呈する．

　　E．gunniiは条線が前者より幅広く，暗福野を呈する．露出せる内種皮細胞は厚角細

　　胞よりなり，細胞膜壁は禍色，細胞のLumenは淡黄色を呈する．

　　瓦物舵厘は斜線が黒褐色を呈し，破壊している，これは種子の表面に於てか突起状

　　として認められる．露出せる内種皮細胞購膜にして，膜壁は褐色，細胞のLumen

　　は淡黄色を呈する．

　　E．degtuptaは条線が小にして暗黄色若しくは褐色であって露出せる内種皮細胞は薄

　　膜にて細胞膜壁は黄色，細胞のL㎜enは淡黄色を呈する．

4）　濠州の低地で暖い地方に分布するE．brockwayi，　E．　deglupta，　E．　miniataは内種皮が

　　露出している，高地の降雪のあるような地域に分布すE．coccifera，　E．　ganniiの申，

　　E．gannii　eX例外であるがE　coceifera　eX外種皮が厚膜細胞よりなり，内種皮が露出し

　　ていない．霜は降るが雪の降らないような地域に分布するE．blakel：ソi，　E・diversieolor，

　　E．maculataの申，　E．　blakelyiは例外であるがE．　mtZculataは外種皮の一部破壊し

　　て居り，種子の表面に粘着物質を有して居り内種皮は露出していないうこの粘着物質

　　は水で僅か無水アルコールの如き溶剤でとかすとよくとけて内種皮細胞が見出される，

　　この細胞は小なる厚角細胞よりなる．

　　E．diversicolorは外種皮が離脱して内陣：皮組織は露出して居り，その組織は厚角細胞

　　よりなる．以上によってみると例外はあるが暖い地域に分布するものは内種皮が露：出

　　状態となり寒い地域に分布するものはこれに反しユーカリ8種の種皮の構造とユーカ

　　リ生育地の気温との関係は多少相関々係を有するように思考される．・
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Resume

　　　The’author　studied　the　anatomical　characteristics　of　the　integuments・　of　see　ds　of

8　species　of　Eucalypts，　classifying　them　into　large，　medium　and　small　grains　by　the

size，　and　investigated　the　ba＄is　for　the　classification　of　seeds　and　whether　there　was

any　mutual　relation　between　the　structure　o’f　integument，　and　the　temperature　at　the

habitat　of　each　species．　：　he　author　obtained　th　e　following　results　from　his　investiga－

tion．

　　　　The　outer－integument　of　the　large－grained　seeds　consists　of　either　selerenchymatous

，cells　or　relatively　large　parenchymatous　cells．　E．　miniata　and　・E．　macnlata　belong　to

this　group．

　　　The　outer－integument　of　／seed　of　E．　miniata　cons／ists　of　large　・sclerenchymateus　cells，

and　though　a　greater　part　of　the　surface　of　seed　has　irregularly－arranged　cells，　the

periphery　of　the　surface　has　especially　large　cells　which　are　long　in　the　radial　direc－

tion，　and　they　have　eanals　on　the　cell－membrane．　And　sinoe・each　c　ell・lumen　is　empty，

the　cells　of　the　inner－integument　are　exposed．　The　inner－integument　consists　of　small

cells．　with　relatively　sclerenchymatous　cell－membrane，　on　which　pit＄　are　found．

　　　　The　outer－integument　of　E．　macuZata　consists　of　parenchymatous　cells　as　compared

with　the　former　（E．　miniata）．　These　cel　ls　are　contained　in　a　red　sticky　substance

which　dissolves　in　water　or　alcohol，　but　mustly　in　the　later．　So　when　it　is　treated

with　alcohol，　one　can　distinctly　find　eells　in　broken　or　unbroken　st・ate．　lt　is　supposed

that　this　substance　probably　is　secreted　from　the　outer－integument　cells．　The　inner－

integument　of　E．　maculata　／seed　is　compQsed　of　more　sclerenchymatous　cells　than　that
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of　E．　miniata　and　its　membrane　is　coloured　red．

　　　The　outer－integument　of　a　species　of　seeds　belonging　to　the　medium　grain　group

censists　of　sclerenchymatous　cells　and　adheres　fa／st　to　the　surface　of　the　seed．　The

outer－integument　of　other　species　has　fallen　off　frQm　the　surface　of　the　seed，　and　a

part　of　the　cell－membrane　remaining　forms　＄tripes　and　a　net－work　on　the　surface　of

the　seed・．　E．　coeeifera　and　E，　diversicogor　belong　to　this　group．．

　　　The．outer・血tegument　of．E．　eoecifera　consists　of　Iarge　sclere且chymatous　cells　with

canals　on　the　membrane，　and　the　cell－lumen　contains’　a　brown　substance．　Consequently，

the　cells　of　the　inner－integument　are　not　exposed．　The　seed　of　E．　diversicolor’　has

stripes　on　its　surface，　They　are　very　thin　and　relatively　broad，　and　are　of　dark　brown

colour．　With　this　specios，　the　cells　of　the　inner－iritegument　can　be　，seen　th　rough　the

stripes．

　　　The　outer－integument　of　the　small－gra血ed　seθds　has　all　fallen．off　from　the　surfaGe

of　seeds　and　the　cell－membrane　remaining　on　the　surface　of　the　seed．・forms　stripes

and　a　net－work．　The　inner－integument　cells　are　seen　exposed　between　the　stripes．　These

cells　are　relatively　small　apd　have　relatively　thick，　・dark－coloured　membrane．　The

cell－1umen　is　coloured　yellow　or　brown．　E．　gunnii，　E．　blakelyi　and　E．　deglupta・belong

to　this　group．

　　　　The　seed　of　E，　broekw’ayi　h　as　relatively　narrow　stripes，　and，　its　colour　is　pale

yellow．　Th　e　exposed　cells　of　the　inner－iutegument　are　small　and　parenchymatous，　and

its　membrane　is　pale　yellLtNw，　but　its　lumen　is　yellow．　’The　，stripes　on　the　surface　of

the　E．　gunnii　seed　are　broader　than　those　of　the　former　and　of　brown　colour．　The

exposed　／cell’s　of　the　inner－integument　consist　of　somewhat　sclerenchymatous　cellg・and

its　membrane　is　coloured　brown，　its　lumen　being　pale　yellow．　The　stripes　on　the

seeds　of　E．　blakelyi　and　E．　deglupta　are　smaller　than　those　of　the　two　species　mentioned

above．　The　stripes　on　the　surface　・of　the　E　blakely　i　seed　are　coloured　dark　brown

and　are　broken，　and　are　seen　as　small　relief　on　the　surface　of　the　seed．　The　exposed

cells　of　the　inner－integumeut　are　parenchymatous，　and　its　membrane　is　．coloured　light

brown　and　its　lumen　pale　yellow．　The　stripes　on　the　E．　deglupta　saed　are　coloured

dark　yellow　pr　brown，　and　the　exposed　cells　of　the　inner－integumqnt　have　dark－coloured

parenchymatous　cell－membrane，　and　their　cell－lumen　i　s　pale　yellow．　Both　the　ends　of

the　seed　h　ave　wings　composed　of　irregularly　arranged　parenchymatous　cells．

　　　　Judging　，from　the　above　mentioned　observations，　the　author　thinks　that　the　integu－

ments　of　Eucalypts　have　anatomical　characteristics，　which　give　a　basis　to　the

classification．

　　　E．　gunnii　which　has　been　planted　in　the　Kasuya　Experimenta．1．　Forest　of　Kyushu

University　has　the　strongest　resistance　to　the　cold　encountered　at　this　locality　in　Ja－

pan，　but　the　outer一型tegumeut　of　the　soed　has　fallen　off　from　the　surface　of　the　seed

and　a　part　of　cell－me血braロ。　re皿ai皿ing　on　its　surfacθforms　a　net－work．　The　ce11s

of　the　inner－integument　are　exposed血side　the　network．　E．伽勧f　grows　at　high

lands　in　Australia　where　it　frosts　and　slightly　snows　in　winter，　but　the　cells　of　the
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outer－integument　of　its　seed！　are　broken　and　the　cells　of　the　inner－integument　are

exposed．

　　　　According　to　the　author’s　studies　made　in　1956　on　the　anatomical　characteristics

of　10　species　of　Eucalypts，　the　seeds　of　Eucalypts　which　are　resistant　to　the　cold

have　tho　outer－integulnent　consisting　of　sclerenchymatous　cells　and　the　embryo　is

protected　by　it．　The　author　expl　ained　that　this　fact　seemed　to　involve　some　physio－

logical　rneaning，　but　the　structure　of　the　integument　of　the　seeds　of　E．　gunnii　and　E．

blakelyi　is　an　exception．

　　　Though　E．　miniata　grows’　in　the　region　in　Australia　where　it　n　either　frosts　nor

snows，　the　outer－integum．　ent　consists　of　the　sclerenehym　atous　cel　l／s．　This　also　seems

to　be　an　exception　to　the　above　mentioned，　but　all　the　cells　of　the　outer－integument

have　wholly　lost　its　content，　and　consequently　the　cells　of　the　inner－integument　are

oxposod．　It　is　said　that　E．　coec斬診如is　strong　against　the　cold，　and　it　grows　at　high

altitudes　in　Tasmania，　but　thc　outer－integument　of　this　species　consists　of　sclerenchy－

matous　cells，　and　the　lumen　is　filled　with　the　cell－substance，　so　that　no　broken　cell

can　be　found　in　the　inner－integument．　E．　maeulata　and　E．　diversie．　olor　grow　in　the

region　in　Australia　where　it　frosts　but　does　not　snow．　The　seed　of　E．　maculata　has

the　special　structure，　namely　a　viscid　substance　covers　the　surface　of　seed　and　the

cells　of　the　outer－integument　are　found　in　it．　The　form　of　the　cells　is　either　perfect

or　broken．　The　cells　of　the　inner－integument　found　inside　consist　of　collenchymatous

cells．

　　　The　author　th血ks　that　this　is　a　mediall　structure　adapted　to　the　temperature．　of

the　habitat．　The　seed　of　E．　diversieolor　has　stripes　forming　the　net－work　on　its　surface，

and　the　inner－integument　consists　of　the　collenchymatous　・cells．　E．．　rockway’i　and　E．

deglmpta　grow　in　the　region　where　it　neither　snows　nor　frosts・　in　Au．　stralia，　and　the

stripes　on　the　surface　of　the　seeds　・of　these　two　species　form　the　net－work　and　the

cells　of　the　inner－integument　are　exposed．

　　　Judging　from　the　author’s　limited　experiments，　though　there　are　some　exceptions，

the　integumentary　structure　of　the　seeds　of　the　8　species　of　Eucalypts　seems　to　have

some　relation　to　the　temperature　in　the　region　where　these・　species　natu．　ally　grow．



　　　　　　　　　　　　Explanation　of　Plate　I

Shapes　（x19）　and　Cro＄s－sections　of　Ripe　Seeds　of

　　　　　　　　　　　　8　Species　of　Eucalyp，ts

Fig．　1

Fig．　2

Fig．　3

Fig．　4

F亘9．5

Fig．　6

Fig．　7

Fig．　8

③
⑤
◎
④
ω
⑥
ω
ω
8
⑤
ω
ω
⑤
◎
②
⑤
8
ω
ω
③
⑤
◎

Faee　of　seed　of　E．　blakelyi　with　navel　on

Face　of　s　eed　of　E．　blakelyi　with　suture　on

Cross－section　of　seed　of　E．　blakelyi

Face　o£　seed　of　E．　brockwayi　with　navel　on

Face　of　seed　of　E．　broekwayi　without　navel　on

Cross－section　of　seed　of　E．　brockwayi

Face　of　seed　of　E．　coccifera　with　navel　on

Face　of　seed　of　E．　coecifera　without　navel　on

Cross－section　of　seed　of　E．　coccifera

Face　of　seed　o£　E．　deglupta　with　naver　Qn

Face　of　seed　of　E．　deglupta　without　navel　on

Cross－section　of　seed　of　E．　deglupta

Face　of　seed　of　E．　diversicolor　with　navel　on

Face　of　seed　of　E．　diversicolor　withQut　uavel　on

Cross－sectien　of　seed　of　E．　diversicolor

Face　of　seed　of　E．　gunnii　with　navel　on

Face　of　seed　of　E，　gunnii　without　navel　on　．

Cross－section　of　seed　of　E．　gunni・i

Face　of　seed　of耳maeulata　with　navel　oロ

Face　of　seed　of　E，　maculata　without　navel　on

Cross－s，ection　of　seed　of　E．．・　maeulata

Face　of　seed　E．加互niata　with血avel　oirユ

Face　of　seed　of　E．　miniata　without　navel　on

Cross－section　of　seed　of　E．　miniata

em…　。．．の・・…　．embryo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　ロ

m・。・…曾一…mner－1ntegumGnt
IIa，層。，、．．，．．、．．．．　nave1

0i．＿．．＿＿oUter－integUment
　s．。．．．．．．。．．．side　face

sc．．．＿。．．＿．．　sclerenchymatous　portion　at　periphery　of　face

si…＿．・・．＿integument
SU．．．．，．．。．．．。．。　suture

　　　　　　　　　　　　　　　
W…。一・・一Wlng
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　　　　　　　　　　　Explanation　of　Plate　II

Structure　of　lntegument　of　8　Species　of　Eucalypts

Fig．　1　（a）（b）

　　　　　　　　　（c）

　　　　　　（d）　（e）

　　　　　　　　　（f）

Fig．　2　（a）（b）

　　　　　　（c）（d）

　　　　　　　　　（e）

Fig，　3　（a・）（b）

　　　　　　　　　（c）

　　　　　　（d）（e）

　　　　　　　　　（f）

Fig．4　（a）
　　　　　　　　（b）

　　　　　　（c）〈d）

　　　　　　　　　（e）

Fig．　5　（aXb）

　　　　　　（c）（d）

　　　　　　　　（e）

Fig．　6　（a）（c）

　　　　　（b）（d）

　　　　　　　　（e）

Fig．　7

Fig．　8

（a）

（b）

（c）

（d）

（e）

（f）

（g）

）
）
）
）
）

a
b
c
d
e

（
（
（
（
（

Exterior　structure　of　seed　of　E．　blakelyi

Cross－section　of　integument　of　seed　of　E．　blakelyi

Stripes　on　integument　of　seed　of　E．　bla・kelyi

Stripes　and　inner－integument　・cells　inside　of　stripes

Exterior　structure　of　outer－integument　of　s．eed　of　F．　brQckwayi

Stripes　on　integumeqt　of　seed　of　E．　brockwayi

Stripes　and　innef－integument　cells　inside　of　stripes

Exterior　structure　of　outer－integument　of　seed　of　E．　eoccifera

Sclerenchyma　tous　・cells　at　periphery　o．　f　face　of　seed

Cells　constituting　outer－in・tegument

Cells　constituting　inner－integtunent

Cells　constituting　wings　at　both　ends　of　seed　of　E．　degtupta

Cells　in　cell－wall　s　ub＄tance　at　periphery　of　face　of　E．．　deglupta　seed

Stripes　・on　surface　of　seed　of　E，　deglupta

Stripes　and　iimer－integument　ceUs　inside　of　stripes

Extcrior　structure　of　outer－integument　of：s：eed　of瓦diversicolor

Stripes　on　surface　of　seed　of五：．　diversicolor

Stripes　and　inner－integument　cells　inside　of　stripes

Exterior　structure　of　outer－integument　of　＄eed　of　E．　gunnii

Distribution　of　stripes　on　s’urface　of　seed　of　E．　gunni．i

Stripes　and　inner・・in　tegumen　t　cells　inside　of　stripes

Extorior　structure　of　ou．ter－ir】tegu血ent、of　seed　of　E。　maculata

Cross－section　of　integurnent　of　E．　maculata

Adhesive　substance　on　surface　of　seed　Qf　E．　maeulata

Outer－integument　congistirtg　of　broken　cells

Viscid　substance　，at　cross－section　of　seed　of　E．　maculata

Cross－seetion　of　in．　tegument　of　E．　maculata

Outer－inteegument　cells　an．　d　inner－integument　cells　seen　inside　o・f

　　　　outer－integument

Exterior　structure　of　outer－integument　of　seed　of　E．　miniata

Sclerenchy目上cus　cells　at　periphery　of　face　of　E．　min．ia’αseed

Cross－section　of　oater－integument

Horizontal　section　of　outer－integument

Onter－integument　・cells　and　inner－integume．nt　cells　seen　inside　of

　　　　outer－integument
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bc．．＿．．一．…sClerenchymatous　cells　cobured　brown
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01．……・…・・outer－mtegument

pc．…・……・sclerenchym．atous　cell　coloured　purple

　pt・・。・・。鱒。…　　Plts

sc＿＿．．・…outer－integument　colls
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